
過去ࡢ研究実績 現在ࠊ注力し࡚いࡿ研究 ௒ᚋ取ࡾ組࡛ࢇいࡁ
い研究ࡓ

1. PET,SPECTࡢ࡝࡞放

射線་用画像再構
成手法ࡢ開発

2. ་療機関間ࢆ安全
ワ࣮ࢺࢵࢿ結ぶ࡟
開発ࡢ技術ࢡ

3. プࣛイバ࡟࣮ࢩ配
慮し࣮ࢹࡓタ࣮࣋
開発ࡢ検索技術ࢫ

4. 公的分野࡟おけࡿ
本人確認技術ࡢ研
究開発

1. 公的個人認証サ࣮ࢆࢫࣅ用いࡓ全国規模࡛ࡢ་
療情報連携手法ࡢ開発࡜個人健康情報館ࢸࢫࢩ
実現ࡢ࣒

2. コン࡜開発ࡢ高精細撮像装置ࡢ病理画像ࣟࢡ࣐
開発ࡢュ࣮タ診断支援手法ࣆ
 

1. 人࡟やࡉしい་療
情報࣭་用画像ࢩ
社࡜開発ࡢ࣒ࢸࢫ
会基盤࡜し࡚ࡢᐃ
着化

③http://www-obi.isl.titech.ac.jp/，obi@isl.titech.ac.jp

病理画像間・病理医भ知見धभ対応付け

社会課題を解決すॊたीभ技
術的アプローチを，実現可能
ऩ形द研究しथいます．
マイॼンバーढ़ーॻをड़ンラ
インदभ保険資格確認प用い
ॊたीभ基本的技術म我々ऋ
開発したुभदあॉ，官民ध
भ連携をुधप，社会インフ
ラधऩॊべऌ要素技術भ開発
を行います．

情報通信工学 人間情報システム, 
通信ﾈҳӈﾜҴҼ・ｾӇｭｨﾘｷ

医用画像処理，医用情報システム，

情報通信系 准教授 小尾 高史

大༊分，中༊分，小༊分ࡢ㡰࡟表ࢆ埋࡚ࡵくࡔ
い㸦次頁参照㸧ࡉ

担当ࡢ系，職名，氏
名

㸦比較的㸧最近ࡢ写真

㡯目㸦過ࡢ３つࡢࡇ
去，現在，௒ᚋ㸧ࡢ
うࡕ，少࡞くࡶ࡜

つࡢ㡯目ࢆ書い࡚く
，ࡤࢀࡁ࡛．いࡉࡔ
すべ࡚࡟つい࡚．

若手教員ࡢ方ࡣ，特
つい࡟࡜ࡇࡢ௒ᚋ࡟
࡚強調し࡚くࡉࡔい．

学会ࡢ࡛࡝࡞研究紹
௓࡛࡞ࡣく，産業界
表現࡛おࡓ意識しࢆ
願いします．

特殊࡞専門用語ࡣ避
けࡿ࡞ࠊべく平易࡞
表現ࢆ心ࡀけ࡚くࡔ
ࠋいࡉ

企業ࢆ意識しࡓ簡単ࢵ࣓࡞
セ࣮ࢆࢪお願いします．

ࢻアࢪ࣮࣒࣮࣌࣍
，ࢫࣞ アࣞࢻ

ࡉࡔ記入くࡈࢆࢫ
い

文字情報ࡔけ࡛࡞く，
図や写真ࡶ入࡚ࢀく
࡟い．図や写真ࡉࡔ
加えࢆ説明࡞簡単ࡣ
࡚くࡉࡔい．

公的個人認証サービスपよॊ医療情報連携




